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陸側遮水壁タスクフォース

陸側遮水壁の状況について【報告事項】

２０１７年３月２日

資料１



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

１．これまでの実施状況
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前回までの報告内容

前回タスクフォース（2016.5.10）の報告内容

陸側遮水壁の閉合は海側を先行させることに変更した

閉合手順は３段階とする

第一段階：海側全面閉合＋山側部分閉合する段階

更に段階的に２つのフェーズを設ける。フェーズ１は「海側全面」

と「山側一部」，「山側の部分先行凍結」を同時に凍結する。フェーズ
２は７箇所の未閉合箇所を残して山側総延長の95%程度を凍結する。

第二段階：第一段階と第三段階の間の段階

第三段階：完全閉合する段階

2016.3.31から第一段階を実施
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前回タスクフォース以降の実施内容

2016.6.6から第一段階フェーズ２を開始

山側の未凍結箇所（７箇所）を

除く全ての凍結を開始する。

2016.12.3から第二段階の一部閉合(Ⅰ)

未閉合箇所７箇所のうち，

２箇所（西側①と⑤）の凍結を

開始する。
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• 未凍結箇所は山側総延長の５％残る。
• 未閉合箇所からの地下水流入状況は，内外
の近傍に配置した地下水観測井で確認する。

• 山側からの地下水流入は継続し，内外水位差
が逆転するリスクは極めて低い段階である。

• ７箇所のうち西側①と⑤を凍結すると，未凍結
箇所は山側総延長の４％残る。

• 陸側遮水壁内外の地下水収支計算から，２箇
所の閉合後も陸側遮水壁内側への地下水流
入量は，十分に確保され，サブドレンは継続し
て稼働するものと考えられる。
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２．陸側遮水壁の状況 ①

地中温度状況について
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１）地中温度分布図（１号機北側）

（温度は2/28 7:00時点のデータ）

未凍結箇所（北側）
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２）地中温度分布図（１・２号機西側）

（温度は2/28 7:00時点のデータ）

未凍結箇所（西側①）
2016.12.3凍結開始

未凍結箇所（西側②）
未凍結箇所（西側③）
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３）地中温度分布図（３・４号機西側）

（温度は2/28 7:00時点のデータ）

未凍結箇所（西側⑤）
2016.12.3凍結開始

未凍結箇所（西側④）
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４）地中温度分布図（４号機南側）

（温度は2/28 7:00時点のデータ）

未凍結箇所（南側）
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５）地中温度分布図（３・４号機東側）

（温度は2/28 7:00時点のデータ）
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６）地中温度分布図（１・２号機東側）

（温度は2/28 7:00時点のデータ）
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２．陸側遮水壁の状況 ②

地下水位の状況について
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１） 陸側遮水壁（海側）内外の地下水位の変化①

4号機 海水配管トレンチ

フェーズ1凍結開始前の海側の水位分布（2016/3/1～3/31平均）

水位差が拡大

内側：上昇

外側：低下

北 南

Ｎ

現状（2017/2/20～2/26平均）

サブドレン設定値変更※前（2016/12/5～12/11平均）

埋立地水位に近づいている

北 南

北 南

外側：低下

埋立地水位に近づいている

内側：低下

水位差が縮小

フェーズ1凍結開始～サブドレン設定
値変更前にかけて地下水位差が拡大
した。

内側の地下水位：
昨年3/31フェーズ1凍結開始以降，陸側
遮水壁（海側）の影響で上昇した。
サブドレン稼働の影響を受け，サブドレ
ン設定水位付近（T.P.+2.8～3.0m程度
）でほぼ一様な水位分布となった。

外側の地下水位：
昨年3/31フェーズ1凍結開始以降，陸側
遮水壁（海側）の影響で低下した。

サブドレン設定値変更以降，地下水
位差が縮小してきている。

内側の地下水位：
昨年12/12以降のサブドレン設定値変更
※の影響により，低下してきている。

外側の地下水位：
低下が継続し，埋立地水位に近づいてい
る。

※ 2016/12/12から2017/2/17にかけてL値を段階的に低下
した（T.P.+2.5→2.0m）。

埋立地観測井
10m盤外側観測井
10m盤内側観測井
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２) 陸側遮水壁（海側）内外の地下水位の変化②

陸側遮水壁（海側）内外で地下水位の変動に
明瞭な差異が生じている。

内側の地下水位：
近傍のサブドレン停止後に上昇し，サブドレン稼働
再開後に低下した。

外側の地下水位：
近傍のサブドレン停止・稼働再開，近傍の注水井へ
の注水に連動した変動は認められない。

海側の内外水位挙動と水位差（ #3T/B海側）

2016/3/31フェーズ1開始

内側地下水位

外側地下水位

サブドレン水位

内外
水位差

SD停止期間 SD停止/
RW23,24
注水期間

2016/12/12~2017/2/17SD設定値変更

Ｎ

10m盤外側観測井
10m盤内側観測井
サブドレン
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３） 陸側遮水壁（山側）内外の地下水位の変化①

フェーズ2凍結開始時の山側の水位分布（2016/6/17～6/22平均）

水位差が拡大

外側：上昇

内側：低下

北 南

フェーズ2凍結開始以降，地下水位差
が拡大してきている。

内側の地下水位：
昨年6/6フェーズ2凍結開始以降，陸側
遮水壁（山側）の影響で低下してきてい
る。
未凍結箇所山側からの地下水流入の影響
を受け，未凍結箇所近傍が高く，未凍結
箇所から離れるにつれ低い水位分布とな
っている。

外側の地下水位：
昨年6/6フェーズ2凍結開始以降，陸側
遮水壁（山側）の影響で上昇してきてい
る。

北 南

未凍結箇所

南側

北側

西側② 西側③ 西側④

西側⑤
12/3凍結開始西側①

12/3凍結開始

西側⑤
12/3凍結開始

西側①
12/3凍結開始 西側③ 西側④西側②

Ｎ

10m盤外側観測井
10m盤内側観測井
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４） 陸側遮水壁（山側）内外の地下水位の変化②

陸側遮水壁（山側）内側の地下水位は徐々に
低下してきており，サブドレン水位に近づい
ている。

陸側遮水壁（山側）外側の地下水位は高い状
態が維持されている。

山側の内外水位挙動と水位差（ #2R/B山側）

2016/6/6フェーズ2開始

内側地下
水位

外側地下
水位

内外
水位差

2016/12/3西側①,⑤凍結開始

南側

北側

西側② 西側③ 西側④

西側⑤
12/3凍結開始

西側①
12/3凍結開始

サブドレン水位

SD停止期間

未凍結箇所Ｎ

10m盤外側観測井
10m盤内側観測井
サブドレン
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２．陸側遮水壁の状況 ③

建屋流入量・くみ上げ量等の状況について
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１）1F降雨と建屋への地下水流入量・各くみ上げ量の推移

・10月以降降雨が少ないこと，陸側遮水壁（山側）の凍結進展およびサブドレン稼働により建屋周辺水位が低下していることから，建屋流入量※は
減少傾向となっている。

・サブドレンのくみ上げ量は，11月以降は安定して500m3/日程度となっている。サブドレン稼働台数の割合は90%程度を維持している。

・4m盤くみ上げ量は，降雨が少ない10月以降，減少傾向が続いており，1月19日には既往最小くみ上げ量：約110m3/日となった。

第一段階
フェーズ1凍結開始（3/31）

平均：
445m3/日 473 409 387 447 463 513 439 465 438 386 512 514 406 442※2

平均：
429m3/日 353 319 267 355 355 321 346 443 769 376 207 171 136 145※2

フェーズ2凍結開始（6/6）

平均：
175m3/日 176 217 172 207 201 206 150 282 424 238 171 141 162 136※1

合計：53.0mm 91.5 23.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.0 357.0 309.0 35.5 62.0 40.5 41.0 10.5※2

※1：～2/16
※2：～2/20

第二段階Ⅰ凍結開始（12/3）

建屋への地下水・雨水等流入量
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２）4m盤くみ上げ量と陸側遮水壁（海側）の海側および埋立て地水位の推移

凍結開始前（～3/31）最低値：192m3/日（3/29）

【至近のくみ上げ量】
1/19：107m3/日

2/14：149m3/日
2/15：156 〃
2/16：168 〃
2/17：160 〃
2/18：177 〃
2/19：167 〃
2/20：177 〃

既往最低値→



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

３）凍結開始前と現状の4m盤の地下水収支の評価

凍結開始前と現状で4m盤の地下水収支の評価を比較すると，4m盤への地下水移動量は段々と減少してい
る。（降雨は多くない期間で比較）

減少している要因は，雨水浸透防止策（フェーシング等），サブドレン稼働，陸側遮水壁（海側）の閉合など
の複合効果によるものと考えられる。
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海側遮水壁→

(1) 降雨浸透による地下水涵養
(１Ｆの降水量からの算定値)

C1 4m盤への地下水移動量
(算定値)

←陸側遮水壁（海側）

(3) 地下水ドレンくみ上げ量
(実績値)

(2) ウェルポイントくみ上げ量
(実績値)

(4) 海側遮水壁の透水性を
考慮した系外への水の移動

(仮定条件)

ウェルポイント↑

地下水ドレン↑

[供給量] [支出量]  
C1 + (1) ＝ (2) + (3) + (4) + (5)

4m盤の浸透率は，フェーシング
を考慮しフェーズ１開始以降は
10%浸透と仮定
7.5m盤は55%と仮定
（面積）

4m盤：約40,000m2

7.5～10m盤：約23,000m2

（地盤空隙率は0.21と仮定）

(5) 地下水位変動への寄与量
(実測水位データからの算定値)

(正が地下水位上昇)

4m盤の地下水収支（2017/1/1～2017/1/31）

実績値(ｍ3/日）
4m盤への地下水移動量

C１
(1) (2) (3) (4) (5)

2015.12.1～12.31 380 40 120 310 30 -40

2016.3.1～3.31 250 20 60 210 30 -30

2017.1.1～1.31 150 20 30 110 30 0
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４）4m盤への水の供給量（地下水流入＋降雨浸透）の重回帰分析による評価
降雨による影響を考慮するため，4m盤への水の供給量※（地下水流入＋降雨浸透）を目的変量，降雨の影響が大き
いと思われる15日前までの各日降雨量を説明変量として，重回帰分析を用いて評価した。（※：くみ上げ量と地下

水位変動から算定）

至近の4m盤への水の供給量は，凍結開始前のデータに基づく重回帰式による予測では300m3/日程度に
対して，実績は130m3/日程度となっており，予測に対して170m3/日程度減少していると評価できる。
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4m盤フェーシングの補修実施
（2015/12～2016/3中旬）

回帰期間に
経験した降
雨量よりも
降雨量が多
かった期間
および
埋立地水位
が高い期間

第一段階
フェーズ1凍結開始（3/31）

フェーズ2凍結開始（6/6） 第二段階凍結開始（12/3）

減少量平均：170m3/日
（2/7～2/20）

予測平均：300m3/日
実績平均：130m3/日
（2/7～2/20）

同
上

同上

埋立
地水
位が
高い
期間

【重回帰式】

Q=A+ΣBi*Xi

Q：4m盤への水の
供給量
A：降雨がゼロの
場合に想定される
地下水流入量
Bi：i日前の降雨量
の偏回帰係数
Xi：i日前の降雨量

i =0

15



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

５）凍結開始前と現状の陸側遮水壁周辺（10m盤）の地下水収支の評価
凍結開始前と現状で陸側遮水壁周辺の地下水収支の評価を比較した（降雨は多くない期間で比較）。

建屋流入量・4m盤への地下水移動量は減少している。

山側からの地下水流入量も減少している。

21

実測に基づく地下水収支の評価（2017.1.1～2017.1.31）

A１：410m3/日

D１：0m3/日※2

C１：150m3/日

E１1：50m3/日

B１：160m3/日

F１：690m3/日（推定値）

Ｅ2１：20m3/日

潮位

O.P.+1.5m

※2 現時点までで，深部透水層（粗粒，
細粒砂岩）の水頭が互層部と同程度で，
上部の中粒砂岩層よりも高いことから，
深部地盤等への移動量D１をゼロとする。

F1=A１+B１+C１+D1+E21-E11

実績値(ｍ3/日）

サブドレン
くみ上げ量
(実測値)

A１

建屋流入量
(実測からの推定値)

B１

4m盤への
地下水移動量

(実測からの推定値)

C１

閉合範囲外への移動量

D１

降雨涵養量
(実測からの推定値)

E１１

地下水位変動への寄与量
(実測からの推定値)

E２１

山側からの地下水流入量
(実測からの推定値)

F1

2015.12.1～12.31 440 170 380 0 60 -110 820

2016.3.1～3.31 390 150 250 0 20 -30 740

2017.1.1～1.31 410 160 150 0 50 20 690

建屋流入量は地下水・雨水等の流入量
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６）10m盤への水の供給量（地下水流入＋降雨浸透）の重回帰分析による評価
降雨による影響を考慮するため，10m盤への水の供給量※（地下水流入＋降雨浸透）を目的変量，降雨の影響が
大きいと思われる35日前までの週間平均降雨量を説明変量として，重回帰分析を用いて評価した。（※：く

み上げ量と地下水位変動から算定）

至近の10m盤への水の供給量は，凍結開始前のデータに基づく重回帰式による予測では860m3/日程
度に対して，実績は620m3/日程度となっている。
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4m盤フェーシングの補修実施
（2015/12～2016/3中旬）

回帰期間に
経験した降
雨量よりも
降雨量が多
かった期間
および
埋立地水位
が高い期間

第一段階
フェーズ1凍結開始（3/31） フェーズ2凍結開始（6/6） 第二段階凍結開始（12/3）

減少量平均：240m3/日
（2/3～2/16）

予測平均：860m3/日
実績平均：620m3/日
（2/3～2/16）

同
上

同上

埋立
地水
位が
高い
期間

【重回帰式】

Q=A+ΣBi*Xi

Q：4m盤への水の
供給量
A：降雨がゼロの場
合に想定される地
下水流入量
Bi：i日前の降雨量
の偏回帰係数
Xi：i日前の降雨量

i =0

15
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３．山側完全閉合に向けた進捗状況 ①

５箇所を全て閉合した場合の評価

23

【検討条件】
・第46回監視・評価検討会提示の建屋滞留水処理計画に基づき建屋水位を低下
・５箇所の閉合後は山側からの流入量はゼロとする
・４ｍ盤への地下水流出は，陸側遮水壁海側の内外水位差が無くなるまで継続
・降雨は累積最小降雨（1977～2015浪江の月別降雨量実績から統計的に想定）

【結果】
５箇所全ての未閉合箇所を閉合したとしても，実際の降雨量に比べて保守的に考えた条件

でサブドレンは稼働を継続し，建屋内外水位差は確保できる。



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

２）現状の地下水流入量の想定

現状の地下水収支を，2017.1.1～2017.1.31の実測値に基づいて評価した。

山側からの地下水流入量は690m3/日程度となっている。

24

現状の実測値に基づく地下水収支

A１：430m3/日

D１：0m3/日

C１：150m3/日

E１1：50m3/日

B１：150m3/日

F１：690m3/日（算定値）

Ｅ2１：10m3/日

潮位

O.P.+1.5m

※ 当該期間において，深部透水層（粗粒，細粒砂岩）の水頭が互層部と同程度で，上部の中粒砂岩層よりも高いことから，
深部地盤等への移動量D１をゼロとする。

F1=A１+B１+C１+D1+E21-E11
現状の山側からの地下水流入量 F1

実測に基づいた評価値(ｍ3/日） 690

サブドレン
くみ上げ量

A１

建屋流入量

B１

4m盤への
移動量

C１

閉合範囲外
への移動量

D１

降雨涵養量

E１１

地下水位変動
への寄与量

E２１

設定値(ｍ3/日） 430 150 150 0 50 10

建屋流入量は地下水・雨水等の流入量



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

4m盤
初期水位
(.T.P.+2.0m） 建屋水位

サブドレンくみ上げ量・降水量

建屋水位・陸側遮水壁内地下水位

サブドレンL値
（T.P.+2.2m）

（日）

サブドレン汲み上げ量(m3/日)

地下水位・建屋水位（T.P.+m）

4m盤への地下水移動量

３）山側を完全閉合した場合の地下水位変動想定

陸側遮水壁内水位

（サブドレン平均水位）

4m盤水位(地下水ドレン観測井平均水位)

2/1

山側からの地下水流入

：0m3/日

山側からの地下水流入

約690m3/日

山側からの地下水流入量の減少後，サブドレ
ン稼働によりL値まで水位低下

建屋水位低下の工程に従い低下

（第46回監視・評価検討会提示）

→建屋水位低下速度：約4.1mm/日

建屋内外水位差：0.8m以上
（ここでは1.0m）を確保す
るようサブドレン稼働設定
水位を順次低下

降水量（mm/日）

建屋滞留水処理計画（第46回監視・評価検討会提示）に基づき建屋水位を低下させた場合において，保守的
な条件（累積最小降雨※・初期の4m盤への移動量：150m3/日）としても，サブドレンは稼働を継続する。
※：1977～2015年の浪江地点の月別降雨量実績から統計的に想定（P29参照）

サブドレン汲み上げ量

サブドレンくみ上げ量４ｍ盤への地下水移動量(m3/日)

25

7/15/1

サブドレン設定水位
(L値：建屋水位+1mと仮定)
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３．山側完全閉合に向けた進捗状況 ④

未閉合箇所（５箇所）の閉合方法～２段階で閉合

26

【検討条件】
・第49回監視・評価検討会(2016.12.26)で規制庁から５箇所を段階的に閉合するようにコメントを頂く
・第50回監視・評価検討会(2017.1.27)で第一段階として４箇所の閉合を提案
・４ｍ盤への地下水流出は，陸側遮水壁海側の内外水位差が無くなるまで継続
・４箇所閉合後の山側からの流入量は10m盤の地下水水収支から想定
・降雨は累積最小降雨（1977～2015浪江の月別降雨量実績から統計的に想定）

【結果】
４箇所の未閉合箇所を閉合したとしても，実際の降雨量に比べて保守的に考えた条件（累積最小降雨

）でサブドレンは稼働を継続し，建屋内外水位差は確保できる。



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

１）第二段階 一部閉合（Ⅱ）の閉合箇所

2017.2.×から第二段階 一部閉合（Ⅱ）

山側の未凍結箇所（５箇所）のうち４箇所（北側，西側②，西側④，南側）の凍
結を開始する。

27
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一部閉合(Ⅱ)後の地下水流入量を『安全側（減少量大）』に評価するために下記の条件で算定した。

一部閉合(Ⅱ)後，現状凍結に至っていない箇所は全て凍結し，それらを通じて流入しない。

〃 ，未凍結箇所（1箇所）を通じた地下水流入は，通水面積に比例して減少する。

上記の算定により，一部閉合(Ⅱ)後の，山側からの地下水流入量は120m3/日と想定した。

２）一部閉合(Ⅱ)後の地下水流入量の想定方法（例：北側・西側②・④・南側の場合）

一部閉合(Ⅱ)（北側・西側②・④・南側）後の山側からの地下水流入量を，下記の
仮定に基づいて想定する。

現状，山側から流入している地下水は，全量下記のいずれかを通じて流
入している。

(a)凍結に至ってない箇所（第一段階，第二段階（一部閉合(Ⅰ)）

(b)5箇所の未凍結箇所

現状の地下水収支に基づく山側からの地下水流入量は約690m3/日と推
定され，(a)(b)のそれぞれの未凍結の通水面積に応じて流入している。

28

(b)計画的な
未凍結箇所

(a)凍結に至って
いない箇所

凍結箇所

凍結していない箇所

現状に基づいた一部閉合(Ⅱ)後の山側からの地下水流入量の想定

地下水流入箇所のイメージ

現状
一部閉合(Ⅱ)(北側・西側②・④・南側)

閉合後の想定

未凍結面積※1 流入量 未凍結面積 流入量

m2 % m3/日 m2 m3/日

山側全体 (a)＋(b) 400 100 690※2 70 120

(a)凍結に至っていない箇所
（第一段階，第二段階（一部閉合(Ⅰ)））

60 15 100 0 0

(b)未凍結箇所（5箇所→1箇所） 340 85 590 70 120
※1：2017.1.16の0℃以上の領域の通水面積

中粒砂岩，埋戻土，互層部に設置された測温点を対象（構造物内と地下水位以浅を除く）
互層部の砂岩と泥岩の割合 4：6

※2：2017.1.6～2017.1.19の地下水収支より
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4m盤
初期水位
(.T.P.+2.0m） 建屋水位

サブドレンくみ上げ量・降水量

建屋水位・陸側遮水壁内地下水位

サブドレンL値
（T.P.+2.2m）

（日）

サブドレン汲み上げ量(m3/日)

地下水位・建屋水位（T.P.+m）

4m盤への地下水移動量

３）北側・西側②・④・南側を追加閉合した場合

陸側遮水壁内水位

（サブドレン平均水位）

4m盤水位(地下水ドレン観測井平均水位)

2/1

山側からの地下水流入

：0m3/日

山側からの地下水流入

約690m3/日 約120m3/日

山側からの地下水流入量の減少後，サブドレ
ン稼働によりL値まで水位低下

建屋水位低下の工程に従い低下

（第46回監視・評価検討会提示）

→建屋水位低下速度：約4.1mm/日

建屋内外水位差：0.8m以上
（ここでは1.0m）を確保す
るようサブドレン稼働設定
水位を順次低下

降水量（mm/日）

建屋滞留水処理計画（第46回監視・評価検討会提示）に基づき建屋水位を低下させた場合において，保守的
な条件（累積最小降雨※・初期の4m盤への移動量：150m3/日）としても，サブドレンは稼働を継続する。
※：1977～2015年の浪江地点の月別降雨量実績から統計的に想定（P29参照）

サブドレン汲み上げ量

サブドレンくみ上げ量４ｍ盤への地下水移動量(m3/日)

29

7/15/1 10/1

完全閉合後のサブドレンの稼働
状態を評価後，残りの未凍結箇
所を閉合すると仮定

サブドレン設定水位
(L値：建屋水位+1mと仮定)
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【参考資料】
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【参考】山側の未凍結全7箇所を通じた流入量評価 (平均透水係数を用いダルシー則に基づく推定)

凍結に至っていない箇所（第一段階対象範囲），および第一段階で未凍結とした7箇所（うち2箇所は凍結中）を通じた山側から
の地下水流入量を，通水面積※（中粒砂岩層，互層部）と内外水位差，透水係数（平均値）を用いてダルシー則に基づいて推定し
た。（※：0℃以下は除く）

凍結に至っていない箇所を通じた流入量は，補助工法実施と凍結進捗により減少し，1月中旬にほぼなくなったと推定される。

第二段階一部閉合(Ⅰ)として凍結中の「西側①・⑤」を通じた流入量は1月上旬より低減してきており，「西側①」は2月中旬
にほぼなくなったと推定している。
これに伴い，未凍結7箇所を通じた流入量も低減してきている。

流入量は多い順に，西側②，西側④，西側③，北側，南側，西側⑤と推定される。

31

北側

西側②西側① 西側③ 西側④ 西側⑤

南側

一部閉合(Ⅰ)（2箇所）凍結中

7箇所の合計

凍結に至っていない箇所の合計
（第一段階対象範囲）

総計
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【参考】地下水位の状況（2017/2/26時点）

2017/2/26の地下水位の実測データを用いて，地下水位分布図を作成した。

海側の地下水位は，サブドレン稼働によって稼働水位L値（T.P.+2.0m）近くまで低下してい
るのに対して，1-2号機，3-4号機山側の地下水位は高い水位となっている。

現時点で，局所的に地下水位が低下している箇所は認められない。

32

未凍結箇所

T.P.+m

地下水位分布は実測の地下水位から，
Golden Software社のソフトウェア
Surfer ver13を用いてKriging法に
基づいて作成した。

Ｎ

第一段階フェーズ2凍結運転中（2017/2/26 12時時点データ）
〔サブドレン稼働水位（L値）：T.P.+2.0m（O.P.+3.5m）〕

稼働サブドレン
・地下水ドレン
□内はピット内水位

凍結中
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【参考】山側からの地下水流入が減少した場合の地下水位変動の試算の主な条件

33

項目 設定条件 設定の考え方

有効空隙率 • 21%
以前の検討と同様

降雨浸透率 • 55%

建屋水位低下
• 2017年6月～2017年12月までの7ヶ月で，T.P.1.3m程度から

T.P.0.443mに低下させる。
第46回監視・評価検
討会より

建屋水位-地下水位の
水位差

• 0.8m以上を確保する。
実施計画より
実績より仮定

地下水位低下

• 陸側遮水壁閉合範囲内：陸側遮水壁内水位がサブドレン設定水位（L値）以
上であれば汲み上げる。

• 4m盤：陸側遮水壁閉合範囲内水位が同等となるまでは，地下水ドレン・
ウェルポイントで汲み上げ現状の水位を維持する。同等となってからは，陸
側遮水壁閉合範囲内水位に合わせて低下するように汲み上げる 。

実際の運用を想定

建屋への地下水流入
• 建屋への流入量：建屋内外の「水位差」の低減に伴い比例減少し，水位差

1mで100m3/日程度の流入量となると仮定した。
実績に基づく評価よ
り

4m盤への地下水流入
• 4m盤への地下水流入量：陸側遮水壁閉合範囲内と4m盤との「水位差」の低

減に伴い比例減少し，水位差0mで流入量が0となると仮定した。

「比例減少する」実
績に基づく評価
「水位差0mで流入
量が0」仮定

くみ上げ量の制限

• サブドレンと地下水ドレンのくみ上げ量の合計は，2017年8月の設備増強
までは，670m3/日を上限と設定した。

• ただし，実際の運用を想定して，建屋水位と地下水位の水位差が小さくな
るとサブドレンのくみ上げ量は抑制すると仮定した。

サブドレン処理設備
の処理実績より
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【参考】建屋内外水位差と建屋流入量

現状の実施計画では，建屋内外水位差は水位計の計測精度等を考慮して0.8m※以上を確保することとして
いる。（※：滞留水塩分量による補正を除く。）

確保する建屋内外水位差は，今後，実績を踏まえ計測精度を見直し，縮小していく。

建屋流入量と内外水位差の実績（期間：2016.1～2017.1）から，建屋内外水位差と建屋流入量の想定は下図
の式の関係を使っている。

ただし，建屋内への流入箇所の標高よりも地下水位が低下すれば，建屋流入量は減少していく（例：1号

機コントロールケーブルダクト接続箇所）。

至近の建屋外の地下水位はサブドレン稼働水位の低下等の影響を受けて低下しており，今後，上記の想
定以上に減少する可能性がある。
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【参考】陸側遮水壁(海側)内外水位差と4m盤への流入量

4m盤への流入量と陸側遮水壁(海側)内外水位差の実績（期間：2016.7～2017.1）から， 陸側遮水壁(海側)内外
水位差が小さくなることで，4m盤への流入量も減少する関係にあり，地下水位変動を想定するにあたり，下
記の通り仮定した。

陸側遮水壁(海側)の内外水位差が減少に伴い，４ｍ盤への流入量は比例減少するものと仮定した。

陸側遮水壁(海側)の内外水位差がゼロになると，流入はゼロになるものと仮定した。
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【参考】累積最少降雨

保守的な「期間降雨」として，過去39年間（1977～2015年）の浪江地点の月別降雨量実
績をもとに，統計的に最も降雨量が少ない1～12ヶ月間を想定し，累積最小降雨とした。
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【参考】一部閉合(Ⅱ)実施後の想定

「北側・西側②・④・南側」を閉合した後の地下水位について三次元浸透流解析を実施した。

閉合後においても，建屋との内外水位差は確保できると想定している。
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地下水位コンター図 第二段階(Ⅱ)閉合完了後

建屋水位と建屋周辺地下水位

4.0m

2.0m

建屋周辺水位（下図）の展開方向

１・２号機周り ３・４号機周り

始点 終点 始点 終点

終点終点

始点
始点

建屋水位 建屋水位

建屋周辺地下水位
建屋周辺地下水位

①

②③

④
⑤

⑥
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⑩⑬⑭

⑫

⑪

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 38

【参考】補助工法の実施箇所選定の考え方

・凍土壁ラインから約85cm離れた位置に設置（約５ｍ間隔）した各測温管の地中温度の経時
変化から，直前７日間の温度低下勾配を外挿して０℃未満に達する時期を予測し，目標期限
より遅れが想定される箇所に対して，補助工法を実施する。

・上記の予測を，１週間に１度の頻度で実施し，計画に反映する。

7日 ７日 7日

7日

7日

7日

時間

温度(℃) １週間に１度見直し

7日

T1 T2 T3 T4

T3時点の予想で目標期限
の未達が想定される

0

地中温度

目標期限

凍結管と測温管の位置関係（山側）

約0.85m

約5.0m

約1.0m 凍土壁ライン

測温管

凍結管

凍結範囲
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【参考】補助工法の実施内容

注入孔充填範囲

Step0 Step1：単列注入（先行）

Step2：単列注入（中間に内挿） Step3：二列注入

注入孔充填範囲

注入孔充填範囲

温度低下の遅れ箇所

凍結管

測温管

・粒子が粗い注入材で粗詰め
・注入材の材料：懸濁型（通常または超微粒子型セメント）

・残りの間隙に細かい粒子の注入材を注入
・注入材の材料：懸濁型（超微粒子型セメント）

・粒子を含まなくて，浸透性が高い注入材を用いて，
二列に注入する

・注入材の材料：溶液型（水ガラス）

・一般社団法人日本グラウト協会によると，大きな間隙が存在する時の注入は，「この部分をまず

粗詰めし，その後，礫や玉石の間隙を埋める砂に浸透注入を行う２段階の注入が必要」※として

おり，補助工法については，周辺のサブドレン等の設備への影響も考慮して以下のようなステッ

プで実施している。

・なお，地盤の間隙，温度低下，周辺設備等の状況に応じて，Step３から実施する場合もある。

・表層については，圧力をかけて地盤中に注入できないことから，注入以外の対策を実施する。

※ 出典 「新訂 正しい薬液注入工法 –この一冊ですべてがわかる-」一般社団法人日本グラウト協会編
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【参考】追加凍結開始箇所の凍結促進について ※2/22（水）現在

施工状況（６BLKの例）

凡例
：完了
：施工中
：未着手

１号機タービン建屋 ２号機タービン建屋 ３号機タービン建屋 ４号機タービン建屋

１号機
原子炉建屋 ２号機

原子炉建屋
３号機
原子炉建屋

４号機
原子炉建屋

西①：420-5S
430-5S
431-5S

西⑤150-7S
160-7S
170-7S

北：20-3S
30-3S

西②：240-5S
250-5S
260-5S

西④：200-6S
210-6S
220-6S

南：200-8S
210-8S

西①、西⑤に引き続き、凍結予定の北、西②、西④、南について準備が整い次第、補助工法を行っていく。
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【参考】山側補助工法工程、及び進捗（2/22（水）現在）

凍結開
始箇所 位置 進捗 H29年1月 H29年２月 H29年３月 H29年４月 H29年5月 H29年6月 H29年7月

西①
12/3
凍結開始

420-5S
430-5S
431-5S

完了

西⑤
12/3
凍結開始

150-7S
160-7S
170-7S

完了

（西①、西⑤関連）

（北、西②、西④、南関連）

西①、西⑤に引き続き、凍結予定の北、西②、西④、南について準備が整い次第、補助工法を行っていく。

（北、西②、西④、南関連）
凍結開
始箇所 位置 進捗 H29年1月 H29年２月 H29年３月 H29年４月 H29年5月 H29年6月 H29年7月

北
未凍結

20-3S
30-3S 未着手

西②
未凍結

240-5S
250-5S
260-5S

未着手

西④
未凍結

200-6S
210-6S
220-6S

未着手

南
未凍結

200-8S
210-8S 着手

：補助工法対象箇所 ：未凍結箇所

※上記の工程については，凍結状況により随時見直しを行うものである。
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【参考】山側補助工法 温度低下状況（12/3凍結開始 西⑤関連）

【160-7S】
・中粒砂岩までは0℃を下回る。
・互層付近については次ページに記載。

補助工法
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【参考】160-7S 互層付近の温度低下について

補助工法を行っていない中粒砂岩層より下部について、一部温度低下が相対的に遅
い箇所が見られるが、温度の着実な低下が見られ、加えて周辺からの冷熱供給が見込
まれることから、凍結が促進すると推定される。

【400-5S互層付近の実績⇒】

2/14 2/21

①

②

③

①

③

②
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